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第 3 章では、第 2 章と同じマイクロデータ「家計における金融資産選択に関する調査-1996 年一」を用いて、人々
の所得や消費が退職前後でどのように変化するのか、また変化する原因について分析が行われている。
先行研究の多くで、はパネルデータを用いて分析が行われているのに対し、本論文ではクロスセクションデータを用
いて分析が行われている。パネルデータを用いた場合は実際に退職した人々の行動を追跡できる一方、回答者の退職
が予期できたものかそうでないか区別することができない。本研究で用いられた調査では回答者の現在の状況だけで
なく、彼らが将釆老後を迎えた後の老後生活費、公的年金給付状況などの予想額について質問されているため回答者
の退職が「予期できた場合」の行動であると仮定し分析をすることが可能となっている。退職が「予期できた場合J
に、退職前後における消費の変化を分析している点が、本論文の優れた点である。
本分折から、人々の退職が「予期できたものである J と仮定した場合、家族人数の減少と仕事関係の消費の下落に
より退職後の消費の下落を説明できることが明らかにされた。これはライフサイクル仮説と整合的である。
論文審査の結果の要旨
本論文は、日本人の老後生活について老後貯蓄・個人年金需要の決定要因、退職消費パズルの原因という観点から
マイクロデータを用いて丹念に検証したものである。丁寧なデータ加工がなされ、的確な計量経済学的分析手法を用
いた研究であり、日本で初めて行われた研究である。したがって、本論文は博士(経済学)の学位に充分値するもの
と判断する。
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